
本願寺高岡教区

じゃくじんそ

春分の候、講員の皆様におかれましては、このコロナ禍にあっても、苦境に負けず力強くお過

ごしのことと存じます。十三日講も令和2年の予定事業の一部は止む無く中止となりました。

本年も講員研修会なビ未定の事業があ1ぽす。事業に変更あるいは決定あり次第お知らせ致

しますのでよろしくぉ願い申し上げます。

前号(令和2年9月13日発行:第6号)以降の活動報告です。
「高岡教区講キ土連盟「第43回もち米'参拝」

◎高岡会館報恩講法要・令和2年度功労者表彰
令和2年11月26日(木)講長、副講長と 5名の

受賞者(前号で発表)の方々ら巧名が参拝されました。

◎もち米進納・本山参拝
令和2年12月7日~8日綱・火)

3密を回避するため少人数での ^

、、

参加となり、十三日講からは藤井 ^、'

'ぐ、t." 9講長が参加しました。 M

、献 進劫もち米は、1月1 冒に

^としてお供えされました.

寵講挨六 1
◎ 12月講(終い講)法話:光圓寺平田住職
令和2年12月13日(日)コロす禍の

一年を振り返り、一日でも早い終息を祈り

お勤めしました。

◎ 1月講(お初講)法話.称名寺大井住職 熱心にお聴聞(12/13称名寺にて)

令和3年1月29日(金)例年通り光福寺にて午後2時から勤行。

総会に於いても全議案が承認され滞りなく終了致しました。
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講社連の

シンポルマーウ
右下には

「和顔愛語」
の文字

令和3年3月13日発行

第 7 号

若神組十三日講

講長慈井成正

おさらい【十三日講1 の組織
十三日講は「本願寺全国講社連絡会」に所属Lています。

国講

若神組には十三日講と二十五日講が属しτいます。

十三日講は今和3年1月現在418戸の皆様のご懇志で
運営されています。

講社は浄土宗の教えにもとづいて、それぞれの活動の他、教区や本山の法要・儀式に積極的
に参加協力し、お念仏を広く伝えるため活動している本願寺の団体です。私達"講員"は、子や

孫に「言ってきかせ、やってみせ」後の世まで広くつたえるため、小さなことから始めましょう。

8ブロック31教区

北陸ブロック
馬而^

全国講社連絡会の正副会長ほか各地区から選出された代議員とで

構成され、藤井構長は副会長紀就いています。

全国8ブロ、yク内に 31 の教区があり、令和元年7月15日

現在で236の講社で全国講社連絡会を組織しています。
北陸プロックは、富LU・高岡・石川・福井の4教区です

(藤井構長は高岡教区の副会長でもあります)

(7組14 )

水波組・新湊組・玉位組

砺波組・若神組・川上組・射水組
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著者フ゜ロフィール

今信舌題の1冊

1976年福岡県生まれ。浄土真宗本願寺派僧侶。

早稲田大学社会科学部・第一文学部東洋哲学専修卒

2007年より築地本願寺内の、(一社)仏教総合研究所

事務局、2011~2017年にデュッセルドルフのドイツ恵光寺

2017年8月より(公財)仏教伝道協会に勤務。

お寺の掲示板

江田智昭/著

玩に巻'る内容声ち"つとJ'紹か
『難が無ければ無難な人生

難が有れば苦難の人生

難有れは'こそ有り難し』

「難」を題材にしたこのテンホのいい標語は、大阪の寺院が集まる夕陽丘に
ダイパダッタ

ある浄土宗のお寺のものです。「難」で思い出されるのが提婆逹多。釈迦族

出身で、お釈迦さまの弟子でありながら、師に背仁と幾度、ついには大逆人の
某寺の掲示板

略印を押された人物です。

手塚治虫さんの「ブッダ」にも出てきますし、「月光仮面」で有名な川内康範さんの作品「愛の

戦士レインボーマン」にも主人公に超能力を授ける役として登場しますので、その名前を耳にしたこ

とがある人は多いでしょう。そんなダイバタ'ノタを、お釈迦さまは自分が悟りを得るために「難」を作り

出してくれる存在として捉えます。「難有れは'こそ有り難U、まさに「有難い」存在だったのです。

.

'

先頃お亡佐、りになった樹木希林さんは、「難の多い人生は、ありがたい」と、こんなお話をされ

てぃます。私は「なんで夫と別れないの」とよく聞かれますが、私にとってはありがたい存在です。

ありがたいというのは漢字で書くと「有難い」、難が有る、と書きます。人がなぜ生まれたかと言え

ば、いろんな難を受けながら成熟していくためなんじゃないでしょうか。

'、'゛郷
ぜ石て

、ツ Lて

グサッι刺さるー

写

記事を読む限り、樹木希林さんは内田裕也さんをビうやらダイバダッタのような存在として捉えて

いたようです。平穏な人生という意味で「無難な人生」を良しとする気持ちがありますが、「難」を

乗り越えていくことにも、人生の喜びが潜んでいます。ここまで・・・皆さkはいががですわ、?

*****あとカミき*****

ここで「有難い」の語源を学ぶととに。

ちなみ「仏教伝道協会」が募集Lている

"お寺の掲示板"2020 大賞は

コロナよりも怖いのは人間だった
(作:ドラッグストアの店員)

とのことです。一日でも早くこの状況が終息へ

向かいますように。 'イ
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釈宗さん推!

◎ 5月講(降誕会)

日時:5月21日(金)午後 2時~

場所:西照寺砺波市中野

◎旦旦釜
日時:6月13日(田午後2時~

場所:光乗寺高岡市戸出大清水

◎特別,代,法団体バス参拝

日時:7月24日(土)井波別院
(詳細が決まり次第同行からご案内致Lます)
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若神組十三日講(本願寺HP)

^

雲龍山勝興寺

重要文化財

順徳天皇勅願所蓮如上人開基

大伴家持の国庁跡

勝興寺の歴史

ι"晶.うと吐●.,"●々'.■

越中国砺波郡井波(現南砺市

井波)穆業寺、ξ加婁椴ミ笂郡竺荏
(現,石川柴筌笑市)条業キの登持
を"柚"した欝尉i他(茉験尋8世難
に■

如の碇理の叔母)は.挫如の2、男

龜粂'を娘嬬にするとともに,
と'島亀 ゛'

1471(文1昇3)年,越巾国砺液樺蟹

谷庄上川(現.南砺市十.山)に坊

舎を脅み,麺如の4男難芙を住持
とした。悲疾は14舗年頃,坊奔を

茜禾'(現構砺市箭縦)しこ移して.
虹りザん

幼少の2男突玄に継がせ.れ身は
此',■イ.'κ

加賀岡":沼郡川Ⅲι現.加貿市)光
島'、

教曇によ・つたが.扇木場坊は,
如尼の影縣卜から臼立した。高

キ止

木場坊は,佐渡W(現.新潟県)の

顛往火蟲動所であ0た殊庸
巷泓英秤尋の凱嚇を継いで
と称し、'寺内で"い寺絡

三廻=。さセ,1三1519〔茶'1t16)年.
末段箸(現.小矢品'")に移り.小

1、●゛ 'ιι.

矢部川中卜流域から.射水・鰯負

郡の寺院・迅場の坊卞や有力兵
"亀L●弓■",

宗門徒衆を芋力「越小衆」に樹

成し.越中真*教1珂の簸而となっ
、0

コフム

2019.フ.18

轟、L.1

また.実玄の饗妙勝が.●;棚
ι■うにょ 含4 、壁尋4、A03 せ、、ち'

寺10抵証如の母窄寿院融将(鶴

永)の長姉であ0たことから.勝
" L●

興寺は掌願寺門輩嵐近の・該とさ

れ,本願寺が1聞9(某禄2)年に門
せ● 見・' H

跡寺院となると,15釦年に.院家
、、,ニ、い,

の地位を得た。配下の越小一向一
0 ゛いえけ灯

撲勢は.叩斐(現.山梨県)の武槻
L'.1,ん五"コ

信玄と結んで,越桜(現,新潟県)

の釜彩臥鴇に対抗し.戰興動乱に
加わった。

第3回研修旅行

'

1聞1(天祺 9)年,末友坊疇興

寺は,未排城(現.篇笛市)主治無
詐二'血町0●

充置成綱の夜襲で全焼した。成柄
*官●1女4●

が織田僧長方に誘殺され,信長家
,・.00尋■■

雌の佐◆成政が越中を領すると,
'"や●"゛■'キ

家聆iとなった守山城(現,細岡市)
の抑係錠擬は,一向一揆の取込
み化を謀り、 15別年に11i風府(現.

高岡市)の地を爵興●に寄遡L,

住持に越中還住をすすめた。焦金
秀吉の成政肘伐軍に剥遺して.櫛

廿A二、

同した勝興寺顕牟は.秀古の承認
を得て古国府に入".神保氏の後

に守山域主として越中3郡を領L
■五貞●し0劃

た前田利長は,15闘年に勝興寺に

茶厳jを与え、保護を追認Lた。
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●勝興寺保存修理竣工式に、本願寺関係者の挨拶がなかったことは、越中における浄士真

宗の影響を見誤っている象徴的な出来事であった。

●金沢は誰が開いた町か(初代・前田利家ではなく本願寺)

・15世紀末、北睦では八代法主・蓮如上人の布教活動により急速に門徒が増えた。

・越中、加賀の問徒(民衆)は、道場を開き寺院を建立した。

真宗門徒は、武家の支配を受け入れることなく、在地土豪・百姓支配の時代を築き、とれ

が約百年間続いた。(百姓の持ちたる国=共和国)

・金沢『百万石まつり』は、前田家の金沢「入城」を樞っているが、前田家「入城」以前の

金沢には、本願寺金沢支坊があり、それが基いとなった町である。

・信長は真宗門徒の戴滅を目指し、白山ふもとの鳥越城で、加賀・越中・能登の真宗門徒

を屈服させた。

鳥越は真宗門徒が、信長の侵略に抵抗し最後まで戦ったところですが、その後、大虐殺

があった。

※抵抗の記念『鳥越一向一揆祭り』は、昨年8月9日新型捻ロナウイルスのため中止と

なりました。

●高岡銅器は、誰のお蔭で発展したか仂口賀二代藩主・前田利長?)

・仏具を必要とした寺院と門徒。

砺波の西部金屋の職人が、高岡の金屋町を開町したのが起源である。

●越中の製薬・売薬の基盤は(富山第二代藩主前田正甫?)

・真宗の教えに基き、お祓い、お守り等の習慣がなく、因果律の合理性に従って薬を開発

したもの。製薬・売薬については、富山以外に日野町(滋賀県)大和郡山市(奈良県)

があるが、浄土真宗の盛んな士地柄で共通する。

■北陸越中人の、労働倫理を支えたものは

・真宗の教えで、朝夜明け前から暗くなるまで働く勤勉さ、仏に対する報恩精神において、

これでよいと云うことがなく、勤勉、正直、倹約、忍耐を基にして、仏さまの視線・励ま

しをいただきながら頑張った。

●越中人の、東北相馬や北海道移民は何に由っているか

・農家の次男・三男の相馬や北海道移民は、受入れ元から望まれて出向き、役目を果たし

根付いた。越中人の勤勉さ、正直さが評価されていた。

・移住に際しては、背中には仏様・仏具などを背負って皆持参しており、この信心の深さ

に移民先の人々は驚いたものだ。

一高岡教区講社連盟・総会

浄士真宗と北陸越中の精神文化

公文名眞師の講演(要旨)ですー

゛



●富山の幸福度の高さは

・政治のお蔭というより、真宗の教えの中で育まれた報恩・忍耐の精神が民衆に広く普及

し、皆が自分の身の丈に合った幸せを求め、達成感などにより幸福を味わった。仏への

感謝の気持ちが日常的に常にあった。

・東北地方には当時、口減らしのための子供の間引きがあった。富山にはなかった。これ

も真宗の教えが根強くあったからだ。

◎まとめ

浄士真宗は、越中富山の精神的財産→後世に伝えていく価値ある使命がある。

・加賀藩前田家の繁栄は、あらゆる分野で浄士真宗の基礎ベースに乗かった文化である。

しかしながら、此処50年位で真宗の継承が軽んじられ、越中富山の良いととろが影を

潜めたことが大問題である。精神的安心(あんじん)の拠所として、み教えを広め後継者

門信徒の育成を真剣に考えようではないか。

・浄士真宗に培われた精神文化は、北陸越中に限定されるものではない。それは行き過ぎ

た資本主義や環境破壊などで混迷し、コロナ感染症で傑いている現代社会において、民

族や思想の違いを越えて、受容され直さなければならないものと考える。

そのためには、今一度門徒が主役の教団・教学を再構築するととが不可欠である。

文責藤井成正
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